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減圧症発症誘因の地域差の検討
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【背景と目的】
減圧症は, 早期の高気圧酸素治療が必須であるが, 多くの

レジャーダイビングスポットは専門的な治療を行える病院から遠く, 

かつ診断も難しいため, 対処が遅れる場合がある。それによっ

て後遺症や最悪の場合, 死に至ることもあり, 減圧症の発症を

予測できるツールの開発は減圧症の早期診断に役立つことが

期待される。

我々はこれまでに, 減圧症の発症を予測できるツールの開発

を目的に, 独自に開発したアンケートを用いてレジャーダイバーを

対象としたケース・コントロール研究を行ってきた1,2）。我々が作

成したアンケートは, 伊豆地域および沖縄地域において減圧症

の発症要因を見出し, アンケートは伊豆地域 （対象者の一致率

95.7%）1）, および沖縄地域 （対象者の一致率87.4%）2）におい

て減圧症を予測する上で十分な精度を持つことが示された。し

かし, 得られた結果は伊豆地域と沖縄地域のそれぞれに特徴

的なものであり, 両地域を統合したデータから共通する因子また

は地域に特徴的な因子を検出するに至っていない。

そこで, 本研究では伊豆地域および沖縄地域のデータを統合

し, 両地域に共通する減圧症発症因子の検出および各地域で

特徴的な因子の検出を試みた。

【対象と方法】
減圧症群は, 2009年4月～2014年12月の間に伊豆地域お

よび沖縄地域でダイビング後, 東京医科歯科大学高気圧治療

部を受診し減圧症と確定診断された182例 （伊豆93例, 沖縄

89例）, 対照群は2009年4月～2014年12月の間に伊豆地域

および沖縄地域でダイビングをした健常なレジャーダイバー510

例 （伊豆336例, 沖縄174例） であった。

アンケートの各 質 問 項目に対して統 計 学 的に検 討し, 

Breslow-Day検定, Mantel-Haenszel検定, カイ二乗検定およ

び強制投入法によるロジスティック回帰分析を用いた。全ての

統計解析はSPSS （version 23.0; 日本IBM） を用いた。

【結果と考察】
両地域に共通する項目は11項目検出され, 危険因子には体

調や無理な潜水方法に関する項目が認められた （表1）。各

地域に特徴的な項目も検出され （表2）, 地域によりリスク因子

が異なる結果となった。各地域に特徴的な項目を用いて, ロジ

スティック回帰分析から各地域の回帰式を求めたところ, 対象者

の一致率は伊豆地域で77.5%, 沖縄地域で76.6%であった。

以上の結果から, 減圧症を予防する上では, 両地域に共通

する項目を重視するとともに, 地域に合わせた潜水時の注意点

や安全な潜水計画を啓蒙していくことが重要である。また, 各

地域に検出された特徴的な因子を用いたアンケートをそれぞれ

の地域で使用することで, 減圧症を発症しうる十分なリスクか否

か, 高精度なリスク判別が期待できる。今後, 各ダイビングスポッ

トに合わせた減圧症の発症要因を探索すると共に地域に適し

たアンケートの構築を目指したい。
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表1　両地域に共通な因子

表2　各地域に特徴的な因子
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